
'
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3.飛 表 者 の 氏 名 大 島敦'

4.会 計 責 任 者 の 氏 名 畠 山稔

/事 務担当者の氏名

仲 田昭 雄

、,㍉_/

こ㍉

第7号 様式(第9条 関係)

(そ の1)

平 成26年 分

(平成 年 月 日開催分)

・ 収 支 報 告 書

(ふ り が な)み んしゅとうさいたまけんだい14そ うしぶ

1.政 治 団 体 の 名 称 民 主党 埼 玉 県 第14総 支 部 一

政治団体の区分

[:コ 政 党[コ 政治資金規正法第18条

巨コ 政 党 の 支 部 。 の2第1項の規定による

[:コ 政 治 資 金 団 体 政治団体

[コ その他の政治団体

[:コ その他の政治団体の支部

2.主 た る事 務 所 の所 在 地 埼玉県 さいたま市浦和区高砂3-6-16藤 沼 ビル ノ 活動の区分

口2以 上の都道府県の区域等

巨コ 同一の都道府県の区域内 ・ 、

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

＼ 繍 、

口 有

[レ]無.

公職の種類

甲 政治資金規正法第19条
〆 の7第1項第1号に係る国

会議員関係政治団体

[コ 政治資金規正法第19条

の7第1項第2号に係る国

会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名

大島敦

＼(電 話)

1「274281
L

1

048-833-3500/
麟管理獺会

資金管理団体の届出をした者の氏名 公職の種類

衆議院 、

収 受 チェック

鹸本 餓冬 ζ
資金管理団体の指定の期間

国会議員関係政治団体に関する

特例の適用期間
一連番号 異動

、魍臆 塑幽 翻 翻 髄 灘翻
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
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、
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画 収 支 の 状 況
(その2)

1.収 支の総括表14167788

収 入 総 額 灘
㈱羅灘

1灘
博

爵N
灘臨難

轟

十億 百万 千 円

8,000

(前 年 か らの 繰 越 額)
雛 諜灘.

襲襲 0

(本 年 の 収 入 額) 耐
麟灘踏顯

1臼灘 騨欝 叢

難 縫灘 8,000・

支 出 総 額 顯 馨
壁鞘馬鱈 滋帆
繍難
蓼灘灘

0

翌 年 へ の 繰 越 額 灘
ぜ創 ㍉豊 鎖 A情 協 晒犠

灘 垂18,000

2.収 入項 目別金額の 内訳

'

㍗

ノ

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額
械

難1
轄 ≧鰍

≒罵読轡鴇 轡

蝦誤糖 §鰹 鰹
難 灘礁.撚 鞘情織

十億 百万 千 円

8,000

員 数
xモ

離1灘 灘
≒

烈 い 慌 朝 い 心 臼 犠聾晒

人

2

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 RECNo. 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 灘 議
沖

κ 粧
職F楠

灘欝灘
十億 百万 千 円

0

(うち特定寄附) 議
寓
鞭灘
繋・灘 灘灘雛

垂 0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附

、 噛

垂灘
連

≧灘麟

叢,
騰 難

0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附

難羅懇

難
呂 賦 く 昌 榊 悼

鑓, 顯馨 0

ノJ、 言十(ア)+(イ)+(ウ) 琵灘灘 0

(寄附 の うち寄 附のあっせ んに よるもの) 灘
麟 　巡

難醐 錨 難灘嚢

難灘磯 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 鞭
璽 く

…礁
る
騨3居

灘灘

灘麟
爵 繋 0

合 計(ア+イ) 臨
喪

難灘
,冗国博6そ 鴇 盟1 0
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(そ の17)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 回

イ 建 物 口 回

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 回

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 回

オ 魏(趣 預絃 篇 座♂ 鑑 隆く。・1 口 回

力 金 銭 信 託 口 回

キ 有 価 証 券 口 回

ク 出 資 に よ る 権 利 口 回

ケ 貸付先 ごとの残 高が100万 円を超 える貸付金 口 回

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 回

サ 取得 の価額が100万 円を超 える施設の利用 に関す る権利 口 回

シ 借入先 ごとの残 高が100万 円を超 える借入金 口 回

♂



" 紀

(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り)

1. 領収書等の写 し

2. 監査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3. 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法 に従って作成 した ものであって、真実に相違 あ りません。

平成27年3月30日 '

政 治 団 体 の 名 称 民主党埼玉県第14総 支部,

会計 責任者 の氏名 畠 山稔 ・ 籔
※ 代 表 者 の 氏 名 ㊥

※ 解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名すること。
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政 治 資 金 監 査 報 告 書

平成27年3月30日

民主党埼玉県第14総 支部
?

代表 大島 敦 殿
"

登鋤 治資鑑 査人 考1z

登 録 番 号 第 1薄
研 修 終 了年 月 日 平成20年12月17日

1 監査の概要

(1) 私は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ き、民王党埼玉県第

14総 支部 の平成26年1月 事日か ら平成26年12 .月31日 までの法第12条 第1項 に規定する報告

書並びに当該報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振

込明細書(以 下 「会計帳簿等の関係書類」 とい う。)に ついて、支出に関す る政治資金監査 を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が定める「政
♪

治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成した会計帳簿等

の関係書類 について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査 を行った結果を報告す ることにある。

(4) この政治資金監査は、民主党埼玉県第14総 支部の主た る事務所 において行った。
ず

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

民主党埼玉県第14総 支部 の平成26年1月1日 か ら平成26年12月31日 においては、政治活動は行
緊 ▼

㌧

われておらず、 したがって、収支報告書 に記載すべ き支出に関する事項 はあ りませんで した。

、3 業務制限

民主党埼玉県第14総 支部 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する事実はない。
ヴ

また、民主党埼玉県第14総 支部と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間において

も、同様 で あ る。

以 上


